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腹
黒
さ
　
洗
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受
く
る
―――ｌｉ
値
の
無
ア

民
涼
し
　
サ
イ
ク
ー
に
行
く
′，
―
デ
カ
ン

値
Ｌ．
げ
ラ
ッ
シ

．
　
家
計
４
ノ人
込
む
人
汁
波

腹
黒
さ
　
■
も
占
味
さ
す
姑

風
涼
し
　
味
覚
の
秋
の
来
る
気
配

魅
せ
ら
れ
て
　
馬
気
■

ｒ
が
生
む
■
劇

噴
煙
と
雲
と
交
り
て
大
高
し

足
許
に
秋
蝶
舞
い
て
野
路
細
き

秋
畑
を

‥夫
と
分
ち
て
句
誌
を
読
む

泡
立
卓
繁
れ
る
＋
手
の
野
菊
抽
む

台
風
の
１
嫌
を
聞
き
つ
‐―‐
夕
帥

夫
の
呼
ぶ
声
に
誘
は
れ
今
日
の
月

幾
度
か
窓
明
け
情
し
む
良
夜
か
な

名
月
に
う
つ
し
出
さ
れ
し
阿
蘇
怒
る

銀
杏
の
実
も
沈
み
い
し
噴
片
か
な

霧
去
り
て
早
外
輪
の
初
紅
性

氏
風
の
名
残
り
の
雨
の
よ
な
洗
う

名
月
や
雲

一
つ
な
き
眺
め
か
な

素
人
の
神
楽
に
拍
手
秋
祭

民
に
揺
れ
よ
金
波
打
つ
秋
＝
和

十
六
夜
や
雲
に
か
ヽ
り
て
ノ
、
け
て
り

名
月
の
冴
ゆ
れ
ど
野
菜
ｒｌ‐１１
は
安
く

一一一
一一・・

タト|

句

-9月 30瑚在
――

9,553人  1.::1::::炎

|‖滞数………………・2,608

転入 28  1」生 12

1伝出 29  タピ亡 11

人 口

GG
圏圏月

報

発行 阿蘇郡高森町役場  TEL(高 森局09676)② llll〔代表〕

一―――
一家
　
′＝
Ｌヘ

岩
下
　
一外
早

ｌ
ｒ
石
探

‐
‐方

馬
原
　
―
ヽ
―；
笑

林
　
　
不
忘

同
本
　
琴

‐‐―

田
上
黙
公
ｒ

林
田
　

一
声

1本  111il 世ゃ |ヽ1 ヴli lll
原 同 1日 永 村

久  fl:え ュlκ ilL
恵 ′,「 子 r女

“

‖‖‖ll‖ レ!‖‖‖‖1ll‖‖‖11‖‖‖11‖‖1‖ ‖I‖‖‖‖‖‖1‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖

“

‖11‖‖川‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖‖:‖‖‖‖

柴
田
ふ
り
Ｆ

占
■
　
泰
ｒ

平
田
る
り
Ｊ

岩
下
　
扶
■

山
村
ふ
４
Ｊ

阿
部
た
つ
え

森
　
　
―ｌｉ
六

―

イ

　

町
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後
藤
や
よ
い

後
藤
　
ち
え

へ鍮
な
が
・

「
秋
が
く
る
ぞ
―
」

子
供
た
ち
を
鍋
の
平

へ
連
れ
て
行

っ
た
と
き
に
写
生
し
た

一
枚
で
す
。

油
絵
は
始
め
て
ま
だ
ニ
カ
月
余
り
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
は
料
理
の
味
つ

け
と
同
じ
く
難
し
さ
、
厳
し
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。
作
画
を
重
ね

る
こ
と
で
本
物
の
色
出
し
を
会
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

旭
通
　
　
工
　
藤
　
亮
　
介
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●

外
怖
の
す

ヽ
き
の
穂
波
瓜
涼
し

ち
ヽ
ろ
鳴
く
月
は
限
く
庭
照
ら
し

農
衣
替
え
月
の
出
を
待
つ
轟
が
庭
に

名
月
も
‐――
や
中
人
に
寝
る
と
せ
ん

よ二摯
μ

社
倉
　
今
泉
多
美
江

八
―
六
年
波
乱
万
た
の
人
生

若
き
Ｈ
読
み
ふ
け
り
し
万
業
集

今
宵
三
十
五
夜
秋
月
高
く

兄
々
と
寿
福
を
月
に
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死
後
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押
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障
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踊
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生活を望むとき、社会の一員とし

て 負担しなければ ならない ｀会
費ミといえるでしよう。 11月 11日

から17日 は「税を知る週間」 で

す。この機会に税金と私たちの暮

らしについて考えてみましよう。

私たちが豊かな生活を送り、住

みよい町をつくるために税金はい

ろいろな ところで 使われていま

す。社会福祉、公立学校の建設、

道路、住宅、ゴミの処理など―。

このように幅広い分野で役立っ

ている税金は、私たちが安定した

暮
ら
し
の
中
で
生
き
て
い
る
税
金
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
生

活
に
関
係
の
深
い
教
育
費
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

公
立
学
校
の
生
徒

一
人
に
使
わ
れ
て

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
の
開
設
■
備
の

た
め
、
高
森
町
に
赴
任
し
て
か
い
一
年

二
か
月
、
町
民
の

一
人
と
し
て
こ
の
地

で
生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
中

で
良
き
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
ｃ

宿
合
の
工
事
が
遅
れ
や
き
も
き
さ
せ

ら
れ
た
り
、
‐――‐
設
■
―――‐
で
毎
日
商
Ｉ
会

商
店
会
の
告
様
と
お
会
い
し
、
取
り
引

き
の
打
合
わ
せ
を
行
い
、
紫
人
の
者
ば

か
り
で
営
業
体
―ｌｉｌｌ
を
つ
く
り
、
や

っ
と

の
思
い
で
十
１
フ
■
ン
さ
せ
、
今
日
ま
で

順
調
に
営
業
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
町
お
よ
び
町
議
会
、
さ
ら
に

は
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
、
ご

支
援
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
仕
事
の
面
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
に
感
謝

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
前
支
配
人
　
宮
　
崎
　
謙
　
雨

学
年
の
複
式
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

叩

り
ま
す
。　
し
た
が

っ
て

学
校
側

で

川

螢
こ

は
、

「
学
習
意
欲
が
狭
め
ら

Ψ

塾
勝
　
れ
て
は
」
と
、
四
、
五
年
前

，・．，

脚
体
一　
か
ら
集
会
活
動
に
ヵ
を
入
れ

¨

自
つ
　
て
し
ま
す
。
毎
週
月
膠
＝
、

］

移
， ‘
　
仝
児
童
が

一
堂
に
集
ま
り
、
　

い

諄
ム
　
全
学
年

で
ス
■
―
ツ
や
ゲ
ー

¨

ノ
ヽ
　

′（
、
一
――
楽
な
ど
を
楽
し
む
と

¨

士
一化

　

い
う
も
の
。

こ
れ
ま
で

「
先

¨

女
ル
　
生
の
似
顔
絵
占
き
」

「
ボ
ー

¨

，
ｂ
　
ル
ヶ
ｌ
ム
」
等
々
、
児
童
の

ぃ

を
エ
　
ア
イ
デ
ア
集
会
が
行
わ
れ
て

¨

ヽ
　
　
い
ま
す
。

「
教
育

の
秘

訣

は

］

し

　

―――
牛

を

受

す

る

こ
と

に

あ

¨

り
、
ゆ

め
、
児
童

の
欠
点

の
看

破
者

¨

た
る
な

か
れ
」

が
野
尻
小

の
教
育
―
‐
十

呻

条
ｃ

先
生

た
ち
は
豊

か
な
情
神
、
高

］

い
道

徳
性
を
持

っ
た
子
供

の
育

成

に

Ｗ

努

め
る

一
方
、

出
発
的
、
自

卜
的

学

川

翌
態

度

の
育
成

に
も
懸
命

で
す

．
　

「

そヲ顎晨Jti釜留)亀_
]み「硼

幅
広
い
分
野
で
役
立
つ

い
る
税
金
は
小
学
生
で
三
十
六
万
円
、

中
学
生
で
四
十

一
万
円
、
高
校
生
で
四

十
八
万
円

（
い
ず
れ
も
五
十
二
年
度
に

、ヽ

ヽ

国
と
地
方

公
共
団
体

で
負
担
し

た
額
）
に

も
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に

対
し
て
、

私
た
ち
が

一
年
間
に
納
め
る
税
金
は
ど
の
く
ら
い

の
額
に
な
る
か
と
い
う
と
、
夫
婦
と
子

供
二
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
で
、

年
間
収
入
が

二
百
万
円
の
場
合
、
所
得

税

（国
税
）
と
住
民
税

（地
方
税
）
合

わ
せ
て
約
卜
二
万
円
の
税
金
を
納
め
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
洒
に
か
か
る
洒
税
と

か
、
品
物
に
か
か
ろ
物
品
税
な
ど
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
単
純
に
比
岐
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
を
み
て
も
か
な
り

の
額
が
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
還
元

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
道
路
の
建
設
や
水

道
の
整
備
、
ゴ
ミ
の
処
理
の
費
用
に
と

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
さ
に
税
金
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
守
る

″共
通
の
会
費
″
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

税

の
こ
と
な
ら

「
税
務
相
談
」
へ

「災
害

で
家
が
壊

れ
て
し

ま
っ
た

が
、
税
の
減
免
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
」
と
か

「
土
地
を
売

っ
た
税

金
の
中
告
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ

う
」
な
ど
、
税
金
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
、
税
金
の
こ
と
な
ら
何

で
も
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
る
窓
日
が
あ

り
ま
す
。
熊
本
国
税
局
や

一
の
官
町
に

あ
る
阿
蘇
税
務
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る

「税
務
相
談
室
」
が
そ
れ
で
す
。

相
談
室
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
相
談
官
が

い
て
、
税
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
こ
と
で
も
受
け
付
け
、
親
切
に
教
え

て
く
れ
ま
す
。
費
用
は

一
切
無
料
。
ま

た
自
分
の
住
所
、
氏
名
を
名
乗
ら
な
く

て
も
よ
い
の
で
気
軽
―こ
納
得
の
い
く
ま

で
相
談
で
き
ま
す
。

ま
た
忙
し
い
人
の
た
め
に
、
熊
木
目

税
局
で
は
電
話
に
よ
る
税
務
相
談
―
―

テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

（
８
０
９
６
３

∞
０
０
１
４
）
も
行

っ
て
い
ま
す
。

「
税
を
知
る
週
間
」
の
最
終
日
に
は

本
町
で
も
婦
人
会
を
対
象
に
し
て

「
税

務
庄
談
会
」
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

市賀
ハ
バ●

|~造 り物」
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● 暮ら

●

ト
ホ
ー
ル
大
会
で
は
、
下
町
ド
ン
キ
ー

ズ
の
チ
ー
ム
に
入
れ
て
も
ら
い
、
何
度

か
優
勝
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
、
そ
れ

に
よ
り
町
民
の
皆
様
方
か
ら
気
軽
に
親

老
人
福
祉
は
み
ん
な
の
手
で

高
齢
者
社
会
は
、
文

字
通
り

″
か
け
足
″
で

上
色
見
前
原
　
後
藤
ハ
ル
ミ
　
　
や
っ
て
こ
よ
う
と
し
て

す
で
に
敬
と
の
日
も
老
人
福
祉
週
間
　
い
ま
す
。
い
ま
働
き
盛
り
の
四
―
四
歳

も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
敬
老
会
に
招
か
れ
　
の
人
も
、
昭
和
Ｌ
Ｉ
年
に
は
六
―
歳
に

た
方
々
、
さ
ら
に
ま
た
金
婚
を
お
迎
え
　
な
り
ま
す
。

の
方
々
ほ
ん
と
う
に
心
か
ら
お
祝
い
中
　
　
お
年
寄
り
の
福
祉
を
進
め
、
生
き
が

し
Ｌ
げ
ま
す
。
お
年
寄
り
の
皆
様
方
に
　

い
の
あ
る
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
世
代

は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
し
て
こ
　
を
越
え
た
迪
帯
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち

ら
れ
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て
　

一
人

一
人
が
、
力
を
合
わ
せ
て
解
決
し

き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
　
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
思
い
ま
す
。

●

し

み

を

も

っ
て
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
私
の
仕
事
の
面
に
も
大
き
く
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。

春
の
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
秋
の
体
暇
村

マ
ラ
ツ
ン
大
会
も
今

年
で
三
十‐‐‐
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
屋
外
施

設
も
数
多
く
完
成
し
、
こ
れ
か
ら
は
伝

統
あ
る
催
し
物
が
企
画
さ
れ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。

宿
泊
者
数
も
オ
ー
プ

ン
以
来
、
こ
の

―
月
に
は
十
万
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
南
阿
蘇
国
民
体
暇

村
は
高
森
町
の
観
光
の
中
心
と
な
り
、

高
森
町
と
と
も
に
発
展
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

幸
い
に
、
私
の
後
任
に
は
私
の
も
と

で

一
緒
に
基
礎
づ
く
り
を
し
た
村
片
業

務
課
長
が
支
配
人
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
と
も
私

以
―‐‐
に
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
中
し

Ｌ
げ
ま
す
。
高
森
町
の
ご
発
展
と
皆
様

方
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

野
尻
小
学

校

工
藤
　
日
押

校
長

児
童
数
７８
人

（６
学
級
）

大
野
川
の
上
流
で
水
清
い
大
谷
川

が
近
く
を
流
れ
て
い
ま
す
。
野
嘘
は

全
城
が
自
然
博
物
館
と
も
い
え
る
ほ

ど

自

然

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
高
森
市
街
地
か
ら
約
二
―
八
―
ロ

の
こ
の
学
び
（
口
（
や
）
周
辺
に
は
白

然
が
い
っ
ば
い
。
裏
手
の
雑
木
林
に

は
野
鳥
も
多
く
、
そ
れ
だ
け
子
供
た

ち
の
愛

′
―――，
精
神
は
、
今
も
伝
統
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
ｃ

現
在
の
児
竜
数
は
Ｌ
卜
八
人
、
先

生
は
三
―

一
代
日
の
Ｉ
藤

”ヽ
・　
　
日
押
校
長
ら
た
人
し
来
年

‘
、　
　
せ
は
新
人
生
五
人
で
六
年

生
十
五
人
が
事
業
す
ろ
の

で
、
全
校
で
は
卜
人
の

、′

イ
ナ
ス
。
こ
こ
も
山
間
地
に
お
き
ま

り
の
過
疎
現
象
が
見
ら
れ
る
わ
け
で

す
。永
野
分
校
が
眈

―１１
に
な
る
四
―
三

年
以
前
は
、
二
百
人
を
越
し
た
児
一Ｌ

も
、
四
―

一
年
の
二
百
Ｉ
Ｌ
ノ．、を
ビ

ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
き
、
圧
―
三

年
度
九
―
二
人
、
五
十

二
年
度
八
―

一ｉ
人
、
来
年
度
は
六
卜
八
人
と
た

，

ｃ
、
翌
年
五
―
六
年
度
に
は
１
、
三

く

日

税を知る週間 11月 11日～17日

公立学校 の生徒 1人 当た りの
教 育 費 公 費 負 担 額

485,000111

小7生 中 i′ |:

r国 と地方公共1」 1本 C彙オ||し た
=ヽ|“和52年度

i'〕 1交生:
(全 ‖生 )

彬1)

414,000円

361,000円

十

一
月
は
、
所
得
税
の
第
二
期
分

を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
税
務
署
か
ら
通
知
す

る
所
得
税
の
第

一
期
分
、
第
二
期
分

の
納
税
額
は
、
昨
年
、
つ
ま
り
、
五

十
三
年
分
の
納
税
額
を
基
に
し
て
計

算
さ
れ
て
い
ま
　
‥
…
‥
…
…
…
…
‥

情
が
あ

っ
て
、
昨
年
よ
り
納
税
額
が

大
幅
に
減
る
見
込
み
の
方
は
、
税
務

署
に

「予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
」

を
さ
れ
ま
す
と
、
第
二
期
分
の
税
金

が
少
な
く
な

っ
た
り
、
全
く
払
わ
な

く
て
も
よ
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
お
店
を
や
め
た
り
、
休

ん
だ
り
し
た
場
合
や
災
害
、
盗
難
、

横
領
な

ど
に
あ

っ
て
建
物

や
、
商

品
、
現
金
に
損
害
を
受
け
た
場
合
な

ど
で
す
。

ま
た
、
今
年
に
な
っ
て
結
婚
し
た

療
費
を
支
払

っ
た
場
合
も
こ
の
減
額

中
請
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

減
額
申
請
の
期
限
は
、
―

一
月
―

五
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
手

続
は
お

早
日
に
お

済
ま
せ

く
だ
さ

所
得
税
の
減
額
申
請

り
、
赤
ち
ゃ
ん

が
生

れ

た

場

合
、
多
額
の
Ｌ

す
。
そ
れ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
事
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１１
月
１５
日
に
児
童

相

談

所

を
開

設

移
動
児
童
相
談
所
が
本
町
で
次
の
通

り
開
設
さ
れ
ま
す
ｃ
お
ｒ
さ
ん
の
こ
と

で
少
し
で
も
、
気
が
か
り
に
な
る
こ
ル
．

が
あ
う

ま
し
た
い
、
お
ｒ
さ
ん
を
お
■

れ

に

な

「
て
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。●
費
用
は
無
料
で
す
、

Ａ
と
　
き
▼
―

一
月
―
五
＝

（木
ヽ
午

前
―
時
か
ら
午
後
‥
時
ま
で

ハ
と
こ
ろ
Ｖ
町
民
七
レ
ク
ー

，
相
談
内
容
Ｖ
　
家
膚
．環
境
千
思
ま
れ

な
ｔ
児
レ．

Ｆ
り‐上
、
日
、
暉
、
一口姓
の

不
自
由
な
児
童
∵
知
恵
ぉ
く
れ
の
児
一Ｌ

・
特
別
児
童
扶
一■
Ｆ
当
　
療
育
ｒ
帳
の

た
め
の
障
害

‐
…――‥
明
許
の
発
行

・我
が
ま

■

・内
気

）
反
抗
、
便
は
、
イー‐‐ｉ
食
、
ど

―
＞
り
、
神
経
質
、
引
込
み
思
案
な
ど
ぅ

野
尻
地
区
対
象
に

無
料
調
停
相
談
会

高
森
調
停
協
会

高
森
調
停
協
会

（後
藤
敬
雄
会
長
）

で
は
、
野
尻
地
区
住
民
を
対
象
に
次
の

通
り
無
料

調
停
相
談

会
を
開
催

し
ま

す
。
民
事
、
家
事
問
題
の
争
い
ご
と
や

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

本
町
の
文
化
活
動
の
中
心
と
な
る
高

森
町
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
設
立
総
会
は
九
月
二
―
七
日
役
場

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
″
―
四
年
度
の

国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
八
ｌ
ｉ
肛
＝

を
表
彰
し
ま
し
た
。

本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
こ
れ
ま
で
保
険
税
の
滞
納

も
な
く
、　
一
年
以
Ｌ
医
者
に
か
か
ら
な

か

，
た
家
庭
が
そ
の
対
象
。
今
年
も
菅

ハ
無
料
調
停
相
談
会
Ｖ

一
ル
一　
き
　
―

一
月
―
‐
Ｈ

（火
）
年

前
―
時
か
ら
午
後
‥
時
ま
で

と
こ
ろ
　
高
森
簡
場
裁
判
所
内

，
相
談
内
容
　
０
民
事
問
題

（金
銭
の

貸
借
、
交
通
事
故
、
ｔ
地
、
家
屋
の
貸

出
関
係
等
の
‐―――
題
そ
の
他
調
停
手
続
き

に
つ
い
て
）

●
家
事
問
題

（夫
々
‐―
―
、

川
ｒ
関
係
、
遺
産
相
続
等
の
問
題
、
′
´

の
他
調
停
ｉ
続
き
に
つ
い
て
）

職

業
転

換

に

は

技

能

の
取
得

を

荒
尾
高
等
職
業
訓
練
校

荒
尾
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
れ

―
五
年

一
月
期
の
能
力
再
開
発
訓
練
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
能
力
再
開
発
訓

練
は
職
業
転
換
を
必
要
と
す
る
人
に
技

能
を
与
え
て
、
再
就
職
を
容
易
に
す
る

も
の
で
、
訓
練
生
は
建
設
機
械
運
転
科

三
十
人

（
六
か
月
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
ｃ入
校
資
格
は
職
業
転
換
を
必
要
と
す

る
人
で
、
０
義
務
教
育
修
了
以
上
の
学

力
が
あ
る
人
②
再
就
職
の
た
め
技
能
習

得
を
必
要
と
し
、
将
来
技
能
者
と
し
て

生
活
し
て
い
く
た
め
の
意
欲
の
あ
る
人

０
適
性
、
身
体
的
要
件
、
年
齢
お
よ
び

職
歴
等
か
ら
み
て
訓
練
効
果
の
期
待
で

き
る
人
。
入
校
希
望
者
は
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
は
十

一
月
三
十
日
ま
で
。

援
護
措
置
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
に
は
訓
練
修
了
ま
で
雇
用
保
険

こ
と
が
あ
り
、
航
空
、
戦
車
、
淋
水

艦
勤
務
な
ど
特
定
の
業
務
に
つ
い
た

人
に
は
職
務
加
算
年
が
つ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
実
際
の
勤
務
年
数

に
こ
れ
ら
の
加
算
年
を
合
わ
せ
て
最

短

恩

給

年
限

（兵

・
下
―‥
官
―
二

年
、
准
Ｌ
官
以
１‐
１
１
年
、
Ｔ
属
―

七
年
）
に
辻
す
る
人
は
、
並
―・通
恩
給

が
支
給
さ
れ
ま
す
．
さ
ら
に
、
こ
の

要
件
を
――ｌｉ
え
て
い
る
人
の
遺
族
に
は

許
拍
扶
助
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
と
し
の
―
月
か
ら
六
―

歳
以
１１
六
―
五
歳
未
満
の
人
の
恩
給

に
つ
い
て
も
、
六
―
五
赦
以
Ｌ
の
人

や
六
―
五
歳
未
満
の
傷
病
者
、
妻
子

の
恩
給
と
同
様
、
前
記
の
加
算
年
が

年
金
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
ｃ

田
秀
憲
、
山
村
文
子
▽
常
任
理
事
　
長

山
吉
彦
、
山
室
ツ
ュ
、
桐
原
市
喜
、
森

正
六
、
後

藤
万

蔵
〉
理
事

財

津
亮

耐
、福
永
梅
喜
、
馬
原
広
雄
、今
村
介
、

石
田

四
郎
、
白
石

シ
ゲ
子
、
藤
野

イ

ク
、
山
村
チ
ヨ
、
馬
原
敬
二
、
内
田
秀

憲
、
山
村

文
子
、
熊

谷
乾
、
丸

山
景

子
、
荒
牧
千
鶴
子
、
松
田
モ
ト
、
林
田

明
子
、
飯
星
チ
サ
、
山
村
法
雄
、
本
田

金
が
延
長
し
て
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
雇

用
保
険
の
受
給
資
格
が
な
い
人
に
も
、

訓
練
期
間
中
月
額
約
五
万
八
千
円
の
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
ｃ
ま
た
授
業
料
も

不
要
で
す
。

詳
し
く
は
荒
尾
市
大
字
荒
尾
東
大
谷

四
四
Ｃ
九
　
荒
尾
総
合
高
等
職
業
訓
練

校

（
８
０
九
六
八
六
②
Ｏ

一
七
九
）
ヘ

開
発
途
上
国
に
若

い
技
術
と
技
能
を

海
外
青
年
協
力
隊

青
年
海
外
協
力
隊
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
、
中
近
東
、
中
南
米
、
南
太
平
洋

の
開
発
途
上
に
あ
る
国
々
に
対
し
て
、

経
済
、
社
会
の
発
展
の
た
め
に
技
術
、

技
能
を
提
供
、
各
国
の
国
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
協
力
隊
で
は
次
の
要

領
で
五
十
四
年
度
秋
の
募
集
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▽
資
格
　
満
二
十
歳
以
上
、
三
十
歳

以
下
の
青
年
男
女
〉
募
集
締
切
　
十

一

月
三
十
日
ま
で
▽
選
考
試
験
　
第

一
次

＝
五
十
五
年

一
月
十
三
日

（筆
記
で
論

文
、
英
語
、
技
術
）
第
二
次
試
験
＝
五

十
五
年
二
月
十
八
日
２
二
十
三
日

（面

接
、
健
康
診
断
）
▽
派
遣
期
間
　
一
一か

年
▽
業
種
　
農
林
水
産
、
保
守
操
作
、

製
造
、
土
木
建
築
、
保
健
福
祉
、
事
務

文
化
、
教
育
訓
練
▽
海
外
手
当
　
月
平

均
二
百
二
十
ド
ル
、
往
復
旅
費
等
は
全

額
国
の
負
担
。
退
職
し
て
参
加
す
る
場

合
、
国
内
積
立
金
と
し
て
毎
月
約
七
万

円
を
支
給
。
詳
し
く
は
総
務
課
ヘ

勝
信
、
岡
本
克
己
、
岩
下
八
束
、
本
田

耕
亮
、
岩
下
時
雄
、佐
藤
武
之
、岩
下
智

治
、桐
原
央
吉
▽
監
事
　
藤
野
嘉
三
、児

玉
民
江
▽
事
務
局
長
　
岡
本
克
己
▽
主

幹
　
上
出
俊
三
▽
顧
問
　
甲
斐

一
誠
、

吉
良
茂
、
草
村
義
行
、
本
田
秀
道
、
野

田
誠
、
松
野
清
、田
中
作
、森
田
元
男
、

古
沢
延
生
、
今
村
俊
男
〉
相
談
役
　
加

藤
正
、
甲
斐
磨
、山
村
純
代
、馬
原
範
三

音楽祭、講習会など

自主的な活動を推進

U

町
で
は
旧
軍
人
、
軍
属
、
戦
没
者
　
し
て
の
勤
務
期
間
を
“昇
入
し
て
退
職
　
あ
る
人
に
は
、
地
域
加
算
年
が
つ
く
　
一

遺
吹
、
戦
傷
病
者
家
族
を
対
象
に
、

―

一
月
―
五
日
干
前
―
時
か
し
午
後

１
時
ま
で
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
し
て

″恩
給
″
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

ま
す
。
次
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

‐
１
１

、、
１
１
，
　

人
、
該
当
し
て

い
て
も
ま
だ
請

求
さ
れ
て
い
な

ヽ
人
は
、
お
気

軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

【
一
金
時
】

旧
■
人
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
年
数
が

１
年
以
Ｌ
の
人
か
、
そ
の
遺
族
に
支

給

さ
れ
ま
す
。　
た
だ
し
、　
普
通
恩

給
、
扶
助
料
、
旧
軍
人
と
し
て
の

一

時
恩
給
、
あ
る
い
は

一
時
扶
助
料
な

ど
を
も
ら

っ
て
い
る
人
や
旧
軍
人
と

会
議
室
で
開
か
れ
、
町
内
の
文
化
団
体

代
表
者
ら
約
六
十
人
が
出
席
、
発
起
人

代
表
の
今
村
町
教
育
長
あ
い
さ
つ
の
あ

国

民

健

康

保

険

山
の
木
本
ア
イ
さ
ん
（七
六
）の
十
四
年
間

無
給
付
を
ト
ッ
プ
に
、
十

一
年
間
無
給

付
の
後
藤
メ
イ
さ
ん
（五
四
）＝
高
森
横
町

＝
、
八
年
間
無
給
付
の
松
本
ツ
ル
さ
ん

（六
八
）＝

高
森
下
町
＝
、　
後
藤

鳳
さ
ん

（七
〇）＝
高
森
旭
通
＝
な
ど
過
去
三
年
以

上
連
続
無
給
付
世
帯
十
六
人
、
二
年
以

年
全
や
遺
慎
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
一
時
恩
給
】
　

旧
軍
人
ま
た
は
旧

Ｔ
属
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
年
数
が
引

き
続
い
て
，
年
以
―，
、
七
年
末
満
の

旧
軍
人
軍
属
等

の

恩
給

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
要

件
を
備
え
て
い
る
遺
族
に
は
、　
一
時

扶
助
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
普
通
恩
給
】
　

旧
軍
人

・
軍
属

（判
任
官
以
上
、
ま
た
は
同
待
過
職

口只
の
う
ち
、
特
に
指
定
さ
れ
た
人
）

で
、
戦
地
戦
務
、
擾
乱
地
、
外
国
銀

戊

（じ
ゅ
）
、
国
境
警
備
、
抑
留
、

内
国

戦
務
な
ど

勤
務
し
た

こ
と
の

と
経
過
報
告
が
あ
り
、
県
文
化
協
会
事

務
局
長
の
沖
津
正
己
氏
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
ｃ
こ
の
あ
と
議
事
に
移
り
、
会

則
審
議
、　
役
員
選
出
を

行
い
、　
文
化

祭
、
講
習
会
、
講
演
会
の
開
催
、
町
外

文
化
団
体
と
の
交
流
な
ど
今
年
度
の
事

業
計
画
と
そ
れ
に
伴
う
予
算
を
承
認
し

ま
し
た
ｃ

設
立
さ
れ
た
町
文
化
協
会
は
、
単
な

る
文
化
グ
ル
ー
プ
の
集
合
体
で
は
な
く
、

自
ｔ
的
な
文
化
活
動
も
企
画
、
ま
た
県

文
化
協
会
に
も
加
盟
し
て
、
ほ
か
の
文

化
団
体
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
幅
広
い

活
動
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
連

営
は
団
体
三
千
円
、
個
人
千
円
の
会
費

と
町
か
ら
の
補
助
金
な
ど
今
年
度
は
三

十
七
万
九
千
円
の
予
算
で
ま
か
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員
に
選

出
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
会
長
　
岩
下
八
束
▽
副
会
長
　
内

上
十
六
人
、
昨
年
度
の
無
給
付
世
帯
五

十

一
人
に
各
区
駐
在
員
を
通
し
て
表
彰

状
と
金

一
封
を
贈
り
ま
し
た
。
二
年
間

以
上
の
無
給
付
世
帯
は
次
の
通
り
で

す
。〔三
年
以
上

の
無
給
付

世
帯
〕

松
尾

勝
、
石
田
ス
エ
子
、
村
上
カ
ヨ
、
後
藤

鳳
、
山
室
秀
雄
、
岩
下
ア
キ
、
日
代
す

い
子
、
松
本
ツ
ル
、
菅
原
サ
チ
エ
、
後

藤
メ
イ

（以
上
高
森
地
区
）
、
本
田
栄

子
、
宮
永
節
弥
、
木
本
ア
イ
、
工
藤
今

こ
と
し
で
結
成
十
周
年

茄
病ヽ

。フ″

盛
大
に
記
念
式
典
開
く

一々

メ

ー

Ｏ

ｏ
ン

，

，

も

５

も

～

～

゛
′

υ

ｅ
‐
Ｓ

Ｉ

・
々

υ

ｌ

つ
・
‐

‥

々

Ｐ

′

め

わ
ヽ

＞

，

Ｓ

ｆ

Ｓ

ｅ

ｔ

‐
ら

υ

Ｄ

５

ｂ

‐

ゞ

ｂ

Ｓ

ｂ

ｅ

‐

υ

Ｃ
・
ヽ

・

高森町文化協会設立総会の会場

6 ●

●  ●
高

森

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
フ
は
、
　
こ

と
し
が
発
足
―
年
＝
に
当
た
る
た
め
、

九
月
ニ
ト
四
日
午
後

一
時
か
い
高
森
中

学
校
に
県
内
ほ
か
、
久
留
米
、
福
岡
な

ど
か
ら
ブ
ラ
ザ
ー
ク
フ
ブ
の
会
彙
約
四

百
ブ、
を
集
め
、
ｆｉｌ‐
立
―
川
年
記
念
式
典

を
盛
大
に
開
き
ま
し
た
。

占
良
篠
人
高
森
ラ
イ
十

／
ズ

・
ク
会

長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓
地

朝

一
、
工
藤

一
、
本
田
オ
ツ
エ

（以
上

草
部
地
区
）

〔
二
年
間
無

給
付

世
帯
〕
佐
藤

あ
や

め
、
大
野
末
久
、
桐
原
ス
エ
ヲ
、
興
椙

政
輝
、
中
村
ツ
ヤ
、
谷
村
チ
エ

（以
上

高
森
地
区
）
、
村
上
硬
、
後
藤
秀
隆
、

宇
藤
チ
ミ

（以
上
色
見
地
区
）
、
阿
南

ア
サ
カ
、
佐
々
木
武
士
、
甲
斐
光
顕
、

岩
下
富
蔵
、
二
十
石
国
人

（以
上
草
部

地
区
）
、
荒
牧
勲
、
票
焼
光

（以
上
野

尻
地
区
）

区
役
員
紹
介
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
紹
介

な
ど
が
あ
り
、
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
高
森
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成

助
成
金
を
は
じ
め
、
南
阿
蘇
児
童
ス
ポ

ー
ツ
大
会
優
勝
旗
な
ら
び
に
助
成
金
、

風
鎮
太
鼓
保
存
会
助
成
金
な
ど
合
計
二

百
万
円
の
目
録
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ10周 年 記 念 式 典

□

謙
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国
産
材
が
高
値
安
定

ヘ

５
カ
月
で
９
千
７
百
円
高

当 1
1.:  θ
ツ ,7ι

高
森
町
森
林
組
合
は
、
木
材
市
場
開
設
以
来
二
百
国
日
の
セ
リ
市
を
九
月

二
十
八
日
に
開
き
ま
し
た
が
、
石
当
た
り
平
均
単
―――――
は
前
日
と
ほ
ぼ
変
わ
り

な
く
、　
一
万
百
九
十
八
円
と
高
値
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

同
組
合
が
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
　
は
三
十
四
万
七
千
十
七
立
方
房
）
出
荷

た
、
九
月
二
十
八
日
市
場
の
総
出
荷
量
　
量
の
ほ
と
ん
ど
が
取
引
き
さ
れ
、
総
売

り
上
げ
高
は
千
二
百

七
十
四
万
八
百
五
十

円
。
平
均
単
価
は
三

万
六
千
七
百
十
五
円

（石
あ
た
り

一
万
百

九
十
八

円
）

で

し

た
。
四
月
二
十
八
日

市
場
の
平
均
単
価
が

露
戦
争
の
と
き
、
世
界

／
ヽ
　

は
び

っ
く
り
し
た
。
ブ

Ｒ
）

リ
タ
ニ
カ
の
大
百
科
辞

ノヽ
　
典
に
よ
れ
ば
、
　
″
白
人

支
配
の
風
向
き
を
変
え

日

円
円
円
円
　
円
円
円
　
円
円
　
　
　
円
円
円
末

００
００
００
∞

一
〇〇
〇〇
〇０

一
〇〇
〇０

一　
　
一
６０
２０
３６

は

，
５

，
５

，
０

，
０

　

，
０

，
０

，
５

　

，
０

，
０
　
　
　
１
１
　
と

師
牡
ＯＬ
吐
４・Ｌ不
趾
吐
吐
打
吐
吐
　
当
銑
″
″
隊

１
１
２
３
１
１
１
３
４
１
１
２
キ
輛
・レ
　
　
＞ヽ

ｍ

　

　

ｍ
ｍ
　

　

　

ｍ

　

ノ

ｍ

ｍ
ｍ
ｍ
注

４

″
″

″
６

３

″

″
″
２

　
　
ヒ

６
４

３
２

＜

今
回
は
、
ま
と
め
の
意
味
で
日
本

は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
り
、
ど
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
書
い
て

な
よ
う
。

ま
ず
経
済
力
で
あ
る
が
、
明
治
百

年
を
基
■
と
す
れ
ば
、
日
本
百
五
十

倍
、
米
国
―
亙
倍
、
英
国
十
四
倍
の

実
質
成
長
で
あ
る
。
Ｌ
界
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

の

一
割
は
日
本
で
あ
り
、
世
界
の
タ

ン
，′
―
の
二
割
は
、
日
本
の
港
を
日

折
し
て
迪
目
迪
夜
航
浙
し
て
い
る
。

日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を

一
と
す
れ
ば
、

米
国
は
一
一
で
あ
る
が
、　
ソ
連

〇

・

八
、西
独
〇

・
六
五
、仏
国
〇

・
五
、

英
国
Ｏ

。
二
五
で
あ
り
、
実
質
的
に

出
界
第
二
の
日
本
は
大
国
で
あ
る
。

コ
ー
ロ
ッ
／、
か
ら
見
れ
ば
、
日
本

は
宇
宙
の
手
前
に
あ
る
最
も
遠
い
国

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
遺
い
束
の
小

さ
ｔ
日
、
日
本
を
驚
■
の
日
で
眺
め

て
い
る
。
し
か
し
、
ど
こ
へ
行

っ
て

も
日
本
は
何
を
し
て
い
る
の
か
、
と

い
っ
て
い
じ
め
ら
れ
る
。
ど
う
し
て

だ
ろ
う
か
。

＝
清
戦
争
の
折
、
世
界
は

「
」―
木

は
よ
う
や
る
な
」
と
見
て
い
た
。
日

い
た
の
が
、
恐
れ
を
な
し
始
め
た
。

日
本
に
対
す
る
欧
米
の
考
え
方
は
、

こ
の
と
き
根
本
的
に
変
わ

っ
た
。
し

か
し
日
本
は

そ
れ
を

知
ら

な
か
っ

た
。
欧
米
は
日
本
に
、
ぁ
ま
り
前

ヘ

前

へ
と
出
て
は
し
く
な
か
っ
た
が
、

日
本
は
ガ
ム
シ
　
　
　
　
　
ヽ
し

ャ
ラ
に
ユ別
ヘ
ュ削

‥̈
‥
‥
‥
‥
　
っプ
４
．
〓

へ
と
出
て
行

っ

た
。国
際
情
勢
を

適
確
に
つ
か
ん

で
い
た
の
が
、

小
村
寿
太
郎
で

あ

っ
た
が
、
彼

は
袋
叩
き
に
あ

っ
た
。　
」朋
へ
一削

へ
と
出
て
行

っ

た
松
同
汗
右
は

国
民
的
英
雄
に
な

っ
た
。
そ
し
て
終

戦
―
―
「
今
度
は
ガ
ラ
リ
と
方
向
を

変
え
た
。
前

へ
出
て
袋
叩
き
に
あ

っ

た
か
ら
、
今
度
は
出
る
ま
い
出
る
ま

い
と
し
て
い
る
ｃ

今
日
、
国
際
的
に
も

っ
と
、
大
国

に
ふ
さ
わ
し
い
態
度
、
ま
た
指
導
性

を
も

っ
て
や

っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
て

も
、
と
に
か
く
出
る
ま
い
と
し
て
、

内
に
開
じ
込
も

っ
て
い
る
。
不
思
議

な
民
族
で
あ
る
。
教
育
、
知
識
は
世

界

一
に
な

っ
て
い
る
が
、
国
際
社
会

で
は
落
ち

こ
ば
れ
も

は
な
は

だ
し

い
。
地
球
上
に
は
、
日
本
人
し
か
存

在
し
な
い
か
の
よ
う
に
し
て
、
外
国

人
を
人
間
と
し
て
み
て
い
な
い
。
お

よ
そ
社
会
生
活
を
為
す
に
は
、
外
が

何
を
み
え
て
い
る
か
知
る
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
全
く
わ
か
っ
て
い
な

い
。
国
民
の
性
論
も
沸
き
上

っ
て
こ

な
い
。
‐―１１
発
途
Ｌ
国

へ
の
援
助
、　
ベ

ト
ナ
ム
難
民

へ
の
対
応
…
等

々
。

＝
学
な
き
活
力
な
き
と
き
の
日
本

の
指
導
者
た
ち
。
何
の
た
め
に
総
選

挙
を
や

っ
た
の
か
′
・

自
分
の
こ
と

の
み
を
考
え
て
、
他
人
は
構
わ
ぬ
民

潮
し
政
党
は
存
在
し
て
い
る
が
、
血

は
通

っ
て
い
な
い
。
政
党
政
治
の
確

立
は
な
し
、
政
治
教
育
も
な
し
。
猫

も
シ
ャ
ク
シ
も
大
学

へ
行
き
た
が
る

風
洲
。
足
元
を
見
つ
め
る
こ
と
も
な

し
、
砂
上
の
楼

閣
―
。
大
国
日

本
の
現
状
で
あ

る
。
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
課
題
は
０

国
際
的
視
野
の
確
立
②
政
治
の
長
期

展
¶
０
多
党
化
の
弊
害
０
国
家
的
目

標
の
設
定
―
で
あ
る
。

さ
る
十
月
十
六
日
、
宮
崎
同
体
ご
出

席
の
途
中
、
一二
笠
官
寛
仁
親
Ｉ
殿
下
が

本
町
の
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
に
お
立
寄

り
に
な
ら
れ
た
た
め
、
岩
下
町
長
が
町

を
代
表
し
て
郷
上
の
特
産

「
千
し
シ
イ

タ
ケ
」
と

「
ム
カ
ゴ
」
を
献
上
さ
れ
ま

し
た
。
覚
仁
殿
下
ご

一
行
は
、
熊
本
空
港
ご

到
着
後
、
後
藤
宮
崎
県
商
ェ
労
働
部
長

ら
の
ご
案
内
で
宿
泊
先
の
高
千
穂
町

ヘ

向
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
本
町
の
休
暇

村
で
は
午
後
ｉ
時
半
か
ら
約
ニ
ト
分
間

ご
休
憩
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
玄
関
で
岩

下
町
長
と
村
丼
休
暇
村
支
配
人
が
お
出

迎
え
に
な
る
と
、
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
の
ス

リ
ー
ビ
ー
ス
に
身
を
包
ん
だ
覧
仁
殿
下

が
車
か
ら
お
り
ら
れ
、
玄
関
脇
一の

″
ト

ウ
キ
ビ
の
か
け
■
し
″
に
興
味
を
示
さ

た

一
大
事
件
″
と
書
い

津
　
留
　
今
朝
寿
　
　
て
あ
る
。
初
め
は
″よ

う
や
る
な
“
と
言

‘
て

国際社会では

: 落 ちこぼ

約
二
万
七
千
円
で
し

た
か
ら
、
こ
の
五
カ

月
の
間
に
約
九
千
七

百
円
と
い
う
高
騰
ぶ

り
で
す
。

同
組
合
で
は
、
こ

の
よ
う
な
国
産
材
の

高
値
安
定
に
つ
い
て

「
石
油
価
格
の
引
上

げ
に
加
え
て
、
国
外
で
も
木
材
需
要
が

高
ま
り
、
外
材
の
輸
入
が
割
り
高
と
な

っ
て
い
る
。
．そ
れ
に
く
ら
べ

国
産
材

は
、
建
築
材
と
し
て
国
内
の
気
候
、
風

土
に
通
し
耐
久
力
も
あ
る
の
で
、
消
費

者
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
説
明

し
て
お
り
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、　
一
多

少
の
安
値

は
あ

っ
て

も

、

川

月

ご

ろ

の

よ

う

な

こ

と
・

は
な
い
で
し
ょ
う
」

と

話
し
て

い
ま

す
。

町

に
二

つ
目

の

信
号
機

で
き
る

高
森
産
交

三
差
路
に

高
森
町
に
二
つ
目
の
交
通
信
号
機
が

設
置
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
点
灯
式
が
あ
り

ま
し
た
。

設
置
さ
れ
た
の
は
高
森
地
区
の
駅
通

り
と
旭
通
り
が
交
差
す
る
産
交
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ど
の
三
差
路
＝
写
真
＝
で
、

車
輛
用
と
歩
行
者
用
が
つ
い
た
本
格
的

な
信
号
機
。
同
所
は
パ
ス
の
発
着
や
自

家
用
車
な
ど
の
通
り
が
日
立

っ
て
多
い

ほ
か
、小
学
生
、保
育
園
児
の
通
学
路
に

当
た
る
た
め
、
地
域
住
民
の
間
で
も
早

く
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
森
警
察
署
で
は
五
十

一
年
ご
ろ
か
ら

信
号
機
設
置
の
検
討
を
続
け
、
昨
年
、

県
公
安

委
員
会
の
『現
地
調
査
を

受
け

て
、
三
百
四
十
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。

点
灯
式
に
は
高
森
小

一
年
児
童
六
十

四
人
は
じ

め
保
育

園
、
幼
稚

園
が
出

席
、
東
大
森
高
森
署
長
、
日
代
交
通
安

全
協
会
高
森
副
支
部
長
ら
が

「
正
し
く

使

っ
て
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
、
高
森
署
員
の
指
導

で
渡
り
初
め
が
あ
り
、
児
童
ら
は
正
し

い
横
断
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
現
在

の
信
号
機
の
点
灯
切
替
え
時
間
は
次
の

通
り
。

〉
年
前
七
時
‘
九
時
　
三
十
秒

〉
午
前
九
時
―
午
後
三
時
　
二
十
秒

▽
午
後
三
時
―
六
時
　
二
十
五
秒

▽
午
後
六
時
―
十
時
　
二
十
秒

▽
以
後
翌
朝
ま
で
黄
の
色
点
滅

れ
た
あ
と
二
階
の
休
憩
室

へ
向
わ
れ
ま

し
た
。
党
ｆｉ
殿
下
は

″
ヒ
ゲ
の
殴
下
″
で
親

し
ま
れ
て
に
る
よ
う
に
、
企
く
気
さ
く

な
お
ノ、
柄
で
、
岩
下
町
長
が
献
Ｌ
の
ご

あ
い
さ
つ
に
由
Ｆ
袋
を
つ
け
て
お
伺
ｔ

す
る
と
、

「
ボ
ク
の
前
で
は
手
袋
は
い

ら
ん
ョ
」
と
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
献

Ｌ
の
品
に
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼

を
言
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
村
井
体
暇
村
支
配
人
が
、

「
皇
族
の
方
で
当
村
を
ご
利
用
に
な
い

れ
た
の
は
殿
下
が
初
め
て
で
す
」
と
し

う
と
、

「
自
分
が
初
め
て
で
は
悪
か

っ

っ
た
な
―
」
と
応
え
ら
れ
る
な
ど
、
同

円
の
緊
張
し
た
態
度
と
裏
腹
に
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
ご
様
子
で
し
た
。

■|||||||■■||||| 木材共販市況
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「9月 28日 」
スギ
長さ 経級

(1lf当たり)
安 値  高

高森町森林組合

石平均
,236円
６１

４４

１６

一

７７

１６

３〇

一

〇〇

６３

円
円

円
　
円

円
円
　
円
円

与

円́
円
円

円
　
円

円
円
　
円
円

術

５０
∞
００

５〇

一
∞

∞
５〇

一
”
５〇

一

仲
３
，０
，３
，
７，　
９
，
７
，６
，

値
旧
明
明
鋼
昭
明
旧
鋼
旧

43,

44,

45,

51,

43,

24,

43,

51,

55,

15,200円  12
25,500円  20
39,000円

円
円

円
円
円
円

＞

”
∞
８０
５０
級

，
５
３
１
　
一経

寛仁殿下が休暇村に
II_宮 崎国体出席の途中 I三

町から「ムカゴ」を献上

榔

¶

／
′
Ｆ
ｒ

‐‐
％

||

５

月

２８

日

献上に訪れた岩下町長と寛仁殿下 (右 )



(5) 第 243号 広 報 た か も り 昭和54年 11月 1日

町内での繁殖許すな
′
/

セイタカアワダチソウ

駆除撲滅にご協力を

町
は
―
月
―

一
日
か
ら
ｉ
日
間
、
各

課
職
員
を
繰
り
出
し
て
、
町
内
に
は
び

こ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ツ
タ
チ
ツ
ウ
の

一
斉

駆
除
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
凩
〈阿
一蘇
に
も
ア
メ
リ
カ
産
の
新

卓
が
繁
殖
、
性
（様
な
貰
色
い
化
を
咲
か

せ
る
よ
う
に
な
，
た
た
め
、

「
本
町
の

共
し
い
自
然
環
境
が
こ
の
セ
イ
タ
ー
′

ワ
ダ

チ
ツ
ウ
に

占
領
さ
れ

て
は
―
」

と
、　
ま
す
町
職

員
に
よ
る
　
″撲
減
作

業
″
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

初
日
の
―

一
日
は
約
―
人
の
職
員
が

出
動
、
国
道

．
二
７１１
号
線
の
バ

ッ
テ
ィ

ン
ク
セ
ン
タ
ー
ーヽ１
近
を
千
始
め
に
、
中

坂
峠
、
高
森
峠
、
国
道
二
六
圧
号
線
沿

い
な
ど
を

回
り
、　
沿
道
や

あ
き
地
、

荒
地
で
咲
き
誇
る
セ
イ
タ
カ
ア
ツ
ク
チ

ソ
ウ
を

一
本

一
本
根
こ
そ
ぎ
に
抜
き
取

り
ま
し
た
。
高
森
地
区
で
特
に
繁
殖
が

ひ
ど
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ダ
ン
ブ
カ
ー

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
の

支
配
人
に
な
ら
れ
た

む

ら

　

ヽ

　

な

お

．

た

村

井

直

衛
さ
ん

「前
宮
崎
支
配
人
が
敷
か
れ
た
営

業
路
線
を
誤
り
な
く
受
け
継
い
で
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
従
業
員

一

同
が
心
を

一

つ
に
、
和
を

も

っ
て
接
客

サ

ー

ビ

ス

に

あ

た

り

た

い

」こ
の
ほ
ど

Ｉ
Ｉ
フ
ン
以
来
１
年
間
に
わ
た
り
南

阿
蘇
国
民
休
暇
村
の
舵

（
か
じ
）
取

り
役
を
務
め
て
き
た
宮
崎
さ
ん
が
本

社

へ
転
勤
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、

後
任
と
し
て
バ
ト
ン
タ
／
チ
を
受
け

ま
し
た
。

「
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
は
、
熊
本

の
観
光
の
日
に

″
阿
蘇
″
を
ま
じ
か

に
控
え
、
ま
た
名
所
百
景

一
位
の
供

子
岳
も
限
前
に
あ
る
な
ど
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
強
い
バ

ッ
ク
ア
／
ブ
で
、
こ
の
ほ
ど
宿
泊
延

人
員
が
―
万
人
を
突
破
。
営
業
収
入

の
伸
び
も
よ
く
、
対

――――
年
比
だ
四
０「

は
全
国

一
で
し
た
」
町
あ
げ
て
の
支

援
が
い
か
に
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

一
昨
年
の
秋
、
東

北
の

「
田
沢
湖
高
原

休
暇
村
」
か
ら
業
務

課
長
と
し
て
着
任
。

「
高
森
は
排
他
的
な

と
こ
ろ
が
な
く
暮
ら

し
い
い
と
こ
ろ
」
と

い
う
の
か

け実
感
″
だ
そ
う
で
す
。

温
厚
篤
実
な
人
柄
は
、
前
支
配
人
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

岩
手
県
盛
岡
市
の
出
身
、
四
卜
四

年
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
‥
―
四

歳
。
高
森
下
町
に
ミ
サ
子
夫
人
、
二

児
と
四
人
暮
ら
し
。

0

●

や
ト
ラ
ノ
ク
な
ど
出
入
り
の
多
い
，――∫
川

Ｉ
事
現
場
と
村
山
の
排
十
捨
て
場
、
そ

れ
に
製
材
所
近
く
の
空
地
。
ど
こ
も
す

で
に
黄
色

い
花
を
つ
け

て
い
た

も
の

の
．
‐―１１
化
間
も
な

い
時
期
だ

っ
た
た

め
、
種
∫
も
飛
び
故
ら
ず
、
ほ
ぼ
完
全

な
駆
除
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
セ
イ
タ
カ
ア
ツ
グ

チ
ノ
ワ
の
″
糸
殖
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

ゴ
ミ
や
あ
き
カ
ン
な
ど
廃
棄
物
の
捨
て

場
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
害
虫
の

た
生
源
に
も
な
り
ま
す
、。
ま
た
Ｌ同
少
年

が
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
し
た
り
、
冬
に
枯

れ
た
あ
と
、
タ
バ
ロ
の
投
げ
捨
て
で
火

災
が
発
生
し
た
り
、
交
通
安
全
面
か
ら

は
視
界
を
さ
ま
た
げ
た
り
し
て
交
通
事

故
を
誘
発
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
し
ろ
な
弊
害
を
持

つ

「
セ
イ
タ
カ
ア
ツ
グ
チ
ソ
ウ
」
を
な

く
し
、
快
迪
な
生
活
環
境
を
築
き
上
げ

る
た
め
、
町
民
あ
げ
て
撲
減
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
ヽ
と
思
い
ま
す
。

道路沿いのセイタカアワダチ ノ`ウを抜き取る町職員

.v.-.+,t'.4.Vr4.^.Vt. .v'*-tu'r,-r^rv'^.v'---':

銃
の
取
扱
い
に
要
注
意

１１
月
１５
日
か
ら
狩
猟
解
禁

今
年
も
―

一
月
―
五
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
や
、
猟
銃
取
扱
い
の
初
歩

的
ミ
ス
か
ら
死
傷
■
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
昨
年
は
狩
猟
期
間
に
猟
針
二
よ
る

一■
故
が
、　
へ
一日
で

百
五
件

（
死
者
―

ブ、
、
　
‐Ｆ
傷
‥
卜
八
人
、　
軽
傷

六
卜
■

／
、
）
、
県
下
で
は
六
件

（死
者
二
／、
、

重
傷
四
人
）
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
の
大
半
は
暴
発
、
矢
先
の
安
全
不
確

認
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、

狩
猟
の
際
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま

―
）
．ヽ
つヽ
Ｇ́

Ｏ
運
搬

・
携
帯
時
の
注
意

Ｏ
出
か
け
る
前
に
、
銑
の
戦
能
、
特
に

引
き
金
な
ど
の
安
全
性
を
確
認
し
■

入
れ
を
す
る
。

○
銃
は
お
お
い
か
ぶ
せ
る
か
容
器
に
入

れ
、
タ
マ
は
別
に
し
て
お
く
。

○
銃
日
は
絶
対
に
人
に
向
け
な
い
。

○
体
憩
時
は
必
ず
タ
マ
を
抜
き
、
銃
は

日
の
と
ど
く
安
全
な
場
所
に
お
く
ｃ

國
猟
場
で
注
意
し
た
い
こ
と

ｒＤ
発
射
し
て
よ
い
時
間

・
場
所
で
あ
る

か
を
確
か
め
る
。

０
発
射
す
る
と
き
は
、
前
方
に
人
畜
の

有
無
や
、
獲
物
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

見
き
わ
め
る
。

Ｏ
水
平
撃
ち
は
絶
対
に
し
な
い
。

〇
常
に
同
行
者
の
位
置
を
確
認
し
あ
う

目
保
管
す
る
上
で
の
注
意

の
自
動

‐―‐‥
内
に
、
銑
や
ダ
マ
を
放
置
し

な
い
。

Ｄ
猟
か
ら
帰
宅
し
た
ら
、
ま
す
銃
や
タ

マ
を
保
管
庫
に
確
実
に
収
納
す
る
ｃ

■
ノ
′

メ
ン

′ヽ

一４

´

★

だ

ｆ
Ｌ

　

』

要
フ
＼
一

よ

ヽ

入
ハ

t t^. +r*rA. Vr .V.+. 
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善
銀
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
受
け
る
小
椋
さ
ん

十
月
七
日
行
わ
れ
た
衆

議
院
議
員
選
挙
の
投
票
結

果
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な

ど
で
報
道
さ
れ
た
通
り
で

す
が
、
高
森
町
の
投
票
率

は
八
〇

・
六
四
イ
と
、
衆

議
院
の
選
挙

で
は
前
日

（八
四
・
八
六
で
）
に
く

ら
べ
二

ｏ
二
打
下
回
る
低
い
投
票
率
で

し
た
ｃ
ま
た
、
こ
れ
を
郡
平
均

（
八
三

・
八

六
ギ
）
に
く
ら
べ
て
み
て
も
二

・
八
幹

低
く
―
二
町
村
の
中
で
は
卜

一
番
目
の

成
績
で
し
た
。
今
後
の
選
挙
で
は
有
権

者
全
て
が
貴
重
な

一
票
を
投
ず
る
責
務

を
考
え
、
絶
対
棄
権
の
な
い
よ
う
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
各
候
補
者
の
町
の
得
票
数
は

次
の
通
り
で
し
た
。

松
野
　
頼

一一　
　
　
　
　
一
一
七

一
票

中
川
　
同
一．一　
　
　
　
　
　
　
一
〇
票

野
田
た
け
し
　
　
　
　
　
　
六
二

一
票

瀬
野
栄
二
郎
　
　
　
　
　
　
〓
七

一
票

森
中
　
守
褒
　
　
　
　
　
　
五
七
五
票

藤
田
　
義
光
　
　
　
　
　
二
一
三
二
票

中
島
　
相
一十
　
　
　
　
　
　
一二
四
票

高
田
　
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
四
票

北
日
ひ
ろ
し
　
　
　
　
　
三
二
七
票

坂
本
　
恭

一　
　
　
　
　
　
．．
〇
六
票

町
づ
く
り
に
役
立

つ

簡

易

保

険

フベ
な
さ
ん
一」
親
し
ま
れ
て
い
る

「
郵

艇
局
の
簡
易
保
険
」
は
、
毎
年
四
百
万

件
以
Ｌ
の
新
規
加
入
を

い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
去
る
八

月
二
十
七
日
で
全
国
の
資
金
総
額
が
十

二
兆
円
に
辻
し
ま
し
た
。　
一
日
に
十
二

兆
円
と
い
っ
て
も
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん

が
、
国
民

一
人
当
た
り
約
―

一
万
円
の

お
金
を
簡
場
保
険
に
預
け
て
い
る
の
と

同
様
の
勘
定
に
な
り
、
そ
の
膨
大
さ
が

ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
簡
保
資
金
は
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
み

な
さ
ん
が
日
常
何
気
な
く
利
用
さ
れ
て

い
る
鉄
道
や
道
路
、
あ
る
い
は
県
や
市

町
村
で
建
設
す
る
学
校
や
住
宅
、
公
国

等
に
融
資
さ
れ
、
」
ｔ
か
な
町
づ
く
り
、

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
役
立

っ
て
お

り
ま
す
。
高
森
町
に
も
五
十
‥
度
中
に

公
営
住
宅
建
設
事
業
二
千
三
百
万
円
が

融
資
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
三
十

一
件
、

総
額
で
二
億

一
千
万
円
が
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
郵
便
局
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
簡
易

保
険
の

一
月
の
並
Ｈ
及
を
図
り
、
国
民
生

活
の
向
Ｌ
発
展
に
役
立
つ
よ
う
さ
ら
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
∧
高
森
郵
便
局
Ｖ

永
い
年
月
の
間
、
寝
た
き
り
の
し
ゅ

う
と
め
の
世
話
を
献
身
的
に
続
け
て
い

る
本
町
永
野
原
の
農
業
、
小
椋
キ
ミ
子

さ
ん
（四
六
）
に
、
こ
の
ほ
ど
熊
本
善
意
銀

行
は
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。熊
本
善
意
銀
行
が
、
永
い
年
月
の
間

寝
た
き
り
の
老
人
を
介
護
し
な
が
ら
、

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
嫁

の
苦
労
、
心
の
福
祉
に
も
光
を
当
て
よ

う
と

い
う

趣
旨
で
今
年
か
ら
始
め
ら

れ
、
県
下
で
は
二
―
五
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
小
椋
さ
ん
に
は
そ
の
第

一
号
と

し
て
ｉ
‐‐銀
の
福
田
売
運
営
委
員
長
が
自

宅
を
訪
れ
、
感
謝
状
と
と
も
に
記
念
品

の
モ
布
二
枚
、
茶
羽
織
な
ど
を
贈
り
ま

し
た
ｃ
小
椋
さ
ん
は
義
母
の
ク
ラ
さ
ん
（七
六
）

が
脳
軟
化
症
で
倒
れ
て
か
ら
、
約
ノＬ
年

に
わ
た

っ
て
介
護
を
続
け
る

一
方
、
大

の
死
亡
後
は

一
人
で
二
人

の
子
供
を
育
て
、
家
業
の

農
業
を
守

っ
て
い
ま
す
。

思
い
が
け
な
く
感
謝
状
と

記
念
品
を
贈
ら
れ
た
小
椋

さ
ん
は

「
特
に
た
い
へ
ん
な
こ
と
を
し

た
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

Λ
左
官
の
部
Ｖ

技
能
五
輪
国
際

大
会
で
銅
メ
ダ
ル

本
町
出
身
の
岡
部
さ
ん

こ
と
し
の
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
左

官
の
部
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
て

い
た

本
町
人
字
中

の
同
部
六

明
さ
ん

■
し
＝
熊
本
市
竜
川
町
、
Ｌ
内
工
業
勤

務

‐‐が
、
ス
ご
と
鋼
賞

（第

．
―ヽ，′‥
）
を

獲
得
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

技
能
五
輸
は
九
月
九
日
か
ら
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
コ
ー
ク
市
で
、
日
本
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
な
ど
十

四
カ
国
か
ら
二
百
七
十
六
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
、
左
官
、
ガ
ス
溶
接
、
旋
盤

な
ど
―
卜
〓
職
種
に
日
ご
ろ
鍛
え
た
腕

を
続
い
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
四
月
に

行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
岡
部

さ
ん
ら
二
十
八
人

（
二
十
八
種
目
）
が

参
加
、
十
六
個
の
メ
グ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。

岡
部
さ
ん
が
出
場
し
た
左
官
の

部
の
競
技
は
、
壁
塗
り
や
、
壁
に

モ
チ
ー
フ
細
工
を
作
る
作
業
で
し

た
が
、
材
料
が
日
本
の
も
の
と
違

う
な
ど
苦
労
が
あ

っ
た

よ

う

で

す
。
＝
写
真
は
喜
び
の
岡
部
さ
ん

寝
た
き
り
義
母
の
介
護
で

●
■

■

投
票
率
の
低
さ
目
立

つ

鹸
期

前
回
よ
り

慶
％
下
回
る

●


